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基準書に日当り施工量の記載があるものは、代価に元々登録しています。

例）R6年黄本 3章共通工-①法面工 ①-4 コンクリート法枠工（プレキャスト法枠工）

日作業量の登録が無い代価に対して、ユーザー様が独自に登録することができます。

①直接入力

計算方法の枠の右側の▼をクリックして、[直接入力]を選択してください。
日作業量の枠内に数値を入力してください。

※注意）データベースに登録されている代価は変更されませんので、ユーザーによる日作業量の変更後に
同じ代価を積んだ場合は、データベースの情報を正としますので、元に戻ります。
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②特定のコード数量を利用して算出する

パターン1） 時間当りの建設機械を算出基準にする場合

計算方法の枠の右側の▼をクリックして、[T÷対象コード数量×割戻数量] を選択してください。

コードに該当のコードを入力してください。

Tに該当する数量を入力してください。

例として、KA-05-05-0001 で説明します。 （古い代価です。数値等は最新ではありませんのでご注意ください）

Tは、建設機械等損料本の（3）、（4）欄で計算 運転日当り運転時間です。 例では 5 としています。

対象コード（KW-01-11-1504）数量は 0.78 です。

割戻数は、単位の右側の数量 100 です。

5÷0.78×100＝641.0256・・・ ≒641.026 が自動計算され、日作業量となります。

1つ階層を上がり、残土処理の数量を入力 例として 2000ｍ3

2000ｍ3 ÷ 641.026 ＝ 3.1199・・・ ≒3.120 が自動計算され、作業日数となります。

運転時間
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②特定のコード数量を利用して算出する

パターン2） 労務又は日当りの建設機械を算出基準にする場合

計算方法の枠の右側の▼をクリックして、[割戻数量÷対象コード数量÷ T] を選択してください。

コードに該当のコードを入力してください。

Tは 1 です。

例として、KB-07-11-0102 で説明します。 （古い代価です。数値等は最新ではありませんのでご注意ください）

割戻数は、単位の右側の数量 100 です。

対象コード（XA-01-01-0002）数量は 0.25 です。

100÷0.25÷1＝400 が自動計算され、日作業量となります。

1つ階層を上がり、土木安定ネットの敷設の数量を入力 例として 230㎡

230㎡ ÷ 400 ＝ 0.575 が自動計算され、作業日数となります。

労務 日当り
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